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今週のキーワード

Na電池量産
中国CATLがナトリウムイオン電池を年内量産へ

14
件

記事数

7
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対象国

54
%

中国NEV普及率

年内
量産

Na電池

今週の全14記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 スイスRFB稼働へ 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○

スイスで世界最大級レドックスフロー電池が2029年
稼働予定。電力網安定化に貢献。日本は同技術で先行
。

#02 LiSTieリチウム回収 技術実証
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

●
QST発LiSTieが使用済み電池からの高効率リチウム回
収実証を開始。日本の資源安全保障強化に貢献。

#03 三菱電機鉄道EMS 技術実証
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
三菱電機がポーランド市電で鉄道用EMS実証開始。回
生エネルギー活用で省エネと電圧安定化を目指す。

#04 中国NEV普及50%超 市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
中国NEV普及率50%超え。AIとSDVが自動車産業の
主導権争いを牽引し、日本メーカーは対応遅れ。

#05 リチウム価格安定化 市場予測
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
CITIC証券がリチウム価格の安定化を予測。関連セク
ターの反発に期待し、バッテリー産業に好影響。

#06 中国LiS電池課題克服
技術ブレ
ークスル

ー

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

中国がリチウム硫黄電池の主要課題を克服。高エネル
ギー密度と豊富な資源で次世代バッテリー実用化に前
進。

#07 CATL Na電池量産へ 技術発表
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
CATLがナトリウムイオン電池の製造課題を解決し年
内量産へ。低コスト・豊富資源で市場に大きな影響。

#08 Na電池深掘り分析 解説記事
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
ナトリウムイオン電池は豊富な資源とコスト効率でエ
ネルギー貯蔵の鍵。グリッドスケールESSで有望。

#09 中国Na電池産業化 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

中国山西省の石炭・新エネルギー企業が戦略提携。ナ
トリウムイオン電池の産業化を加速し、エネルギー転
換を推進。

#10 VRFB資金調達 資金調達
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
バナジウムイオン電池のStandard EnergyがSBV
Asiaから資金調達。大規模ESS市場での普及加速へ。

#11 高強度Si負極材料 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
Nature Communicationsがシリコン負極の課題を克
服する高強度・高弾性率一酸化ケイ素材料を発表。

#12 中国ASEAN展示会 市場概観
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
中国広西省でASEAN向け電池展示会開催。リチウムカ
ーボン物理電池の量産プロジェクトが始動。

#13 CATL商用Na電池 製品発表
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
CATLが商用車向け初のナトリウムイオン電池を発表
。低コスト・豊富資源で電動商用車普及を加速。

#14 BESS火災リスク 学術論文
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
グリッドスケールBESSの火災・爆発リスクと防火対
策のギャップを指摘。安全な普及に向けた課題。

●●●●○ 高 ●●●○○ 中高 ●●○○○ 中 ●○○○○ 低 | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 中国の「AI+SDV」シフトは、あなたの会社の設計思想を変えるか？
中国のNEV普及率が50%を超え、自動車産業の競争軸はAIとSDVへと明確に移行しています。BYDがテスラを抜き去るな
ど、中国企業の台頭は著しく、日本の自動車メーカーはSDV技術への対応の遅れが構造的な課題と指摘されています。自
社の製品開発やサプライチェーン戦略は、この変化に対応できていますか？

❷ ナトリウムイオン電池の量産化は、リチウム材料戦略を再考させるか？
CATLがナトリウムイオン電池の製造課題を解決し、年内量産を開始すると発表しました。商用車向け製品も投入され、リ
チウム資源の偏在性や価格変動リスクを低減する低コスト電池として注目されます。リチウム材料の調達戦略や、次世代
電池材料への投資計画を見直す時期に来ているのではないでしょうか？

❸ シリコン負極の「体積変化問題」克服は、LiBの性能限界を打ち破るか？
Nature Communicationsに、シリコン負極の長年の課題であった充放電時の体積変化を抑制する高強度・高弾性率一酸
化ケイ素材料の開発が報告されました。これが実用化されれば、EVの航続距離や急速充電性能が飛躍的に向上する可能性
があります。自社の電池材料開発ロードマップに、このブレークスルーをどう組み込みますか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

中国EV/SDV

Na電池量産Si負極

Li回収

RFB/VRFB BESS安全

Li価格 LiS電池

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 中国EV/SDV 脅威大 — 日本車SDV競争力低下

● Na電池量産 注意 低コスト電池の調達 Li電池市場競争激化

● Si負極 機会大 高性能LiB開発 —

● Li回収 機会大 資源安全保障強化 —

● RFB/VRFB 機会大 大規模ESS技術輸出 —

● BESS安全 注意 安全技術開発 BESS普及の足枷

● Li価格 機会大 材料調達安定化 —
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● LiS電池 注意 次世代電池技術 中国技術先行
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深掘り ① ― 中国EV市場のAI/SDVシフトと日本の課題
#04 | 2026/04/23 | ビジネスジャーナル | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

2025年に中国の新エネルギー車（NEV）普及率が乗用車単体で54%に達し、自動車産業の主導権がAIとソフトウェア
定義車両（SDV）へと移行していることが報じられました。2026年北京国際モーターショーでは、AIとSDVが自動車
開発の主軸となり、BYDが2025年にテスラを抜き去るなど、中国企業の台頭が顕著です。

日本の自動車メーカーは中国の現地テクノロジー企業との戦略的提携を模索していますが、記事はSDV技術への対応の
遅れが構造的な課題であると指摘。従来のハードウェア優位性から、ソフトウェアとデジタル技術の統合能力が競争力
の源泉となる中で、日本のメーカーはビジネスモデルの転換を迫られています。

▶ 技術者の視点

中国市場のNEV普及は予想以上の速度で進んでおり、単なる電動化だけでなく、AIとSDVが競争の核心
になっている点は日本の自動車産業にとって極めて大きな脅威です。中国企業はソフトウェア開発に強
みを持つIT企業との連携を加速しており、日本企業が既存のサプライチェーンや開発体制に固執すれば
、市場シェアの回復は困難を極めるでしょう。特に、OTAアップデートによる機能追加やデータ活用と
いったSDVの強みは、車両のライフサイクル全体での価値提供に直結します。日本のメーカーは、単な
る提携に留まらず、自社でのSDV技術開発への大規模投資と、異業種連携を含む抜本的な戦略転換が急
務です。このままでは、グローバル市場での競争力を失うリスクがあります。

深掘り ② ― CATL、ナトリウムイオン電池の年内量産開始へ
#07 | 2026/04/20 | 中国オンラインプラットフォーム各社 | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●○○○ 日本関連度●●●●○

世界最大のバッテリーメーカーであるCATLの首席科学者が、ナトリウムイオン電池の主要な製造課題を解決し、年内
に大規模量産を開始する見込みであると発表しました。この発表は、リチウムよりも豊富で安価なナトリウムを主成分
とする電池が、実用化に向けて大きく前進したことを示唆しています。

製造課題の克服は、生産ラインの最適化、品質管理、コスト効率の実現など多岐にわたる側面を含み、技術的な成熟度
と商業的な生産可能性を示します。ナトリウムイオン電池の普及は、リチウム資源への依存度を軽減し、バッテリー材
料のサプライチェーン安定化、そして低コストでの大規模蓄電システムやEVへの採用を促進すると期待されます。

▶ 技術者の視点

CATLによるナトリウムイオン電池の年内量産開始は、バッテリー市場のゲームチェンジャーとなり得ま
す。具体的なエネルギー密度やサイクル寿命の数値は不明ですが、CATLが量産に踏み切るということは
、一定の実用レベルに達していると見るべきでしょう。特に、リチウムイオン電池と比較して材料コス
トが大幅に低い点は、グリッドスケールESSや低価格帯EV市場で大きな競争力となります。日本の材料
メーカーにとっては、ナトリウムイオン電池向けの新規材料開発や既存設備の転用機会が生まれる一方
で、リチウムイオン電池市場の競争激化という脅威も伴います。日本の電池メーカーやEVメーカーは、
ナトリウムイオン電池の性能評価を急ぎ、自社の製品ポートフォリオにおける位置づけを明確にする必
要があります。CATLの動向は、今後の市場戦略に不可欠な情報です。
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深掘り ③ ― 高強度・高弾性率一酸化ケイ素負極材料でLiB高性能化
#11 | 2026/04/24 | Nature Communications | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

Nature Communicationsに掲載された研究論文は、リチウムイオン電池用シリコン系負極の長年の課題であった、充
放電サイクル中の体積変化による機械的劣化を克服する新規一酸化ケイ素（SiO）材料の開発を報告しています。この
材料は高強度かつ高弾性率を持ち、体積変化による応力を効果的に緩和します。

この変形耐性のあるSiO負極により、電極構造の安定性が維持され、耐久性の向上、急速充電能力の向上、そして高エ
ネルギー密度動作が可能になります。理論容量がグラファイトを大きく上回るシリコンの潜在能力を最大限に引き出し
、EVの航続距離延長や充電時間短縮に貢献する可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

シリコン負極の体積変化問題は、リチウムイオン電池のさらなる高性能化を阻む最大の障壁の一つでし
た。本研究で示された高強度・高弾性率SiO材料は、この課題に対する学術的なブレークスルーであり
、その意義は非常に大きいと言えます。ただし、Nature Communications掲載の基礎研究段階であり
、実用化にはまだ多くの課題が残されています。具体的には、材料の量産性、コスト、そして実際のセ
ルレベルでの長期サイクル特性の検証が不可欠です。提示されたデータが実験室レベルの理想的な条件
下のものである可能性も考慮し、楽観視は禁物です。しかし、日本の材料メーカーにとっては、この技
術をいち早く取り込み、量産技術を確立できれば、次世代LiB市場で大きな競争優位性を築く機会となり
ます。R&D;部門は、この技術の追跡調査と共同研究の可能性を検討すべきです。

その他の注目記事
CATL、商用車向け初のナトリウムイオン電池を発表（Aiai Parents Network）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●

CATLが商用車向けNaイオン電池を投入。低コストと資源安定性で電動商用車の普及を加速し、LiB市場の多様化を促す
。日本のEVメーカーは動向注視。

グリッドスケールBESSにおける火災・爆発リスクと防火対策のギャップ（研究論文・レポート）
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

大規模BESSの普及に伴う火災・爆発リスクは喫緊の課題。安全基準の確立と防火対策技術の開発は、BESSの信頼性向
上と持続可能なエネルギーインフラ構築に不可欠。

量子科学技術研究開発機構発ベンチャーLiSTie、使用済み電池からのリチウム回収実証を開始（LiSTie）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●○○

日本発のリチウム回収技術実証は、資源安全保障強化と循環型社会実現に貢献。回収効率と経済性の詳細データに注目
し、国内サプライチェーンへの組み込みを検討すべき。

中国、リチウム硫黄電池の主要技術課題を克服（中国オンラインプラットフォーム各社）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

高エネルギー密度が期待されるLiS電池の課題克服は画期的。ただし、具体的な技術詳細や実証データが不足しており、
今後の情報開示を注視し、日本のR&D;戦略に反映させる必要がある。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【経営企画】中国NEV市場のAI/SDVシフトに関する緊急会議を招集し、自社の自動車関連事業のSDV戦略の現
状と課題を共有する。

• 【調達】CATLのナトリウムイオン電池量産開始の発表を受け、リチウム材料の市場価格動向とサプライヤー情
報を再確認する。

• 【R&D;】Nature
CommunicationsのSiO負極材料論文を精読し、自社のLiB負極材料開発ロードマップへの影響を評価する。

▍短期（1ヶ月）
• 【EV設計】CATLの商用車向けナトリウムイオン電池のスペック情報を収集し、自社のEV設計における採用可
能性やコストメリットを試算する。

• 【R&D;】LiSTieのリチウム回収技術について、詳細な技術情報や実証データを入手し、国内でのリサイクルエ
コシステム構築への貢献度を評価する。

• 【電力事業】グリッドスケールBESSの火災・爆発リスクに関する最新の安全基準や防火対策技術の調査を行い
、自社のBESS導入計画に反映させる。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】中国のAI/SDV技術を持つ企業との戦略的提携の可能性を検討し、日本の自動車産業の競争力強化
に向けた具体的なアクションプランを策定する。

• 【材料メーカー】ナトリウムイオン電池向け新規材料（正極、負極、電解液）の研究開発投資を強化し、LiBに
続く次世代電池材料市場での優位性確立を目指す。

• 【R&D;】高強度・高弾性率SiO負極材料の量産化に向けた共同研究パートナーを探索し、基礎研究から実用化
への橋渡しを加速させる。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-04-27
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収録記事一覧

1. 01. スイスで進む世界最大級レドックスフロー電池プロジェクト：2029年稼働で電力網を安定化

2. 02. 量子科学技術研究開発機構発ベンチャーLiSTie、使用済み電池からのリチウム回収実証を開始

3. 03. 三菱電機、ポーランド・クラクフ市電で鉄道用エネルギーマネジメントシステムの実証実験を

開始

4. 04. 中国新エネルギー車普及率50%超え：AIとSDVが牽引する自動車産業の新たな主導権争い

5. 05. CITIC証券分析：リチウム価格の安定化で関連セクターの反発に期待

6. 06. 中国、リチウム硫黄電池の主要技術課題を克服

7. 07. CATL首席科学者が発表：ナトリウムイオン電池の主要製造課題を解決し年内量産へ

8. 08. ナトリウムイオン電池深掘りシリーズ：豊富な資源とコスト効率が貯蔵技術発展の鍵

9. 09. 中国山西省の石炭企業と新エネルギー企業が戦略提携、ナトリウムイオン電池の産業化を推進

10. 10. バナジウムイオン電池のStandard Energy、SoftBank Ventures Asiaから890万ドルのシリ
ーズC資金調達

11. 11. 高エネルギー密度と急速充電を実現する高強度・高弾性率一酸化ケイ素負極材料

12. 12. 中国広西省（ASEAN）新エネルギーリチウム電池産業・充放電設備展示会開催：リチウムカ

ーボン電池プロジェクトも発表

13. 13. CATL、商用車向け初のナトリウムイオン電池を発表

14. 14. グリッドスケールBESSにおける火災・爆発リスクと防火対策のギャップ



スイスで進む世界最大級レドックスフロー電池プロジェク
ト：2029年稼働で電力網を安定化

概要

スイスでは、再生可能エネルギーの貯蔵と電力網の安定化を目指し、2029年稼働予定
の世界最大規模のレドックスフロー電池の建設が進められています。スイスの送電網
を管理するSwissgridがこの画期的なシステムを導入し、太陽光や風力といった変動性

の高い電源からの余剰電力を蓄え、需要ピーク時に供給する計画です。これにより、
将来の電力網の安定化に大きく貢献することが期待されています。同記事は、レドッ
クスフロー技術が欧州ではまだ初期段階にあるものの、日本、中国、韓国などのアジ

ア市場では約7年先行している現状も指摘しています。

公開日 2026年04月19日  Swissinfo  スイス



詳細

背景：再生可能エネルギーの統合と電力網の安定化

世界中で再生可能エネルギーの導入が加速する中、太陽光や風力発電の出力変動は電力
網の安定性に対する大きな課題となっています。この課題を解決するため、大規模なエ
ネルギー貯蔵システムの開発と導入が不可欠です。スイスでは、このニーズに応えるべ
く、画期的なレドックスフロー電池の建設が進行しており、将来的な電力供給の安定化
に向けた重要な一歩とされています。

主要内容：スイスの巨大レドックスフロー電池プロジェクト

スイスにおいて、世界最大級となるレドックスフロー電池の建設が2029年の稼働を目指
して進められています。この巨大バッテリーシステムは、再生可能エネルギー源から生
じる余剰電力を貯蔵し、電力需要が高まる時間帯に国家送電網へ供給することを主目的
としています。スイスの高電圧送電網を管轄するSwissgridは、この革新的なバッテリー
をインフラに統合する計画であり、これはスイスにとって初の試みとなります。
Swissgridの担当者は、風力発電などの間欠性を持つ再生可能エネルギー源が増加する将
来の電力網を安定させる上で、このような大規模バッテリー貯蔵が極めて重要な役割を
果たすと強調しています。

このレポートはまた、レドックスフロー技術が欧州ではまだ黎明期にある一方で、アジ
ア市場、特に日本、中国、韓国ではすでに確立されており、約7年先行していることを
指摘しています。例えば、中国の新疆ウイグル自治区では2025年末にギガワット時規模
のレドックスフロー電池が稼働を開始しており、日本においても北海道電力により2022

年4月に51MWhのシステムが稼働するなど、具体的な導入事例が紹介されています。こ
れは、アジア諸国がこの分野で技術的なリーダーシップを発揮していることを示唆して
います。

影響と展望：エネルギー貯蔵技術の進化と国際比較

スイスにおけるこのプロジェクトは、欧州における大規模エネルギー貯蔵技術の展開を
加速させる可能性を秘めています。レドックスフロー電池は、長寿命、高い安全性、そ
して独立した電力・エネルギー容量のスケーラビリティという点で優れており、特に長
時間の貯蔵が必要なグリッドスケール用途に適しています。しかし、記事が指摘するよ
うに、アジア諸国がこの技術の開発と実用化において先行しているという事実は、技術
移転や国際協力の重要性を示唆しています。



今後、この技術がさらに成熟し、コスト効率が向上することで、世界各地の電力網にお
ける再生可能エネルギーの統合がより容易になり、持続可能なエネルギー社会の実現に
大きく貢献することが期待されます。特に、日本や中国、韓国の先進事例は、欧州を含
む他地域にとって貴重な知見となるでしょう。このような大規模蓄電システムの普及
は、電力供給の安定化だけでなく、エネルギー価格の安定化や炭素排出量の削減にも寄
与する可能性を秘めています。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



量子科学技術研究開発機構発ベンチャーLiSTie、使用済み
電池からのリチウム回収実証を開始

概要

量子科学技術研究開発機構（QST）発のスタートアップ企業LiSTieが、使用済みバッテ
リーからの高効率リチウム回収技術の実証プラントを稼働させました。この取り組み
は、バッテリーリサイクルの最適化を通じて、重要資源であるリチウムの持続可能な

供給を確保することを目的としています。日本が抱えるリチウム輸入依存度を低減
し、資源安全保障を強化することに貢献すると期待されています。本技術の成功は、
使用済みバッテリーから有価物質を経済的かつ環境的に健全な方法で抽出する道を開

くものです。

公開日 2026年04月21日  LiSTie (日本経済新聞掲載のプレスリリース)  日本



詳細

背景：バッテリー資源の循環と国内供給網の強化

電気自動車や定置型蓄電池の普及に伴い、リチウムイオンバッテリーの需要は世界的に
高まっています。これに伴い、主要材料であるリチウムの安定供給と資源の枯渇問題、
環境負荷の増大が懸念されており、使用済みバッテリーからのリチウム回収・再利用は
喫緊の課題となっています。特に日本はリチウム資源をほぼ全量輸入に頼っており、国
内におけるリサイクル技術の確立は資源安全保障の観点からも極めて重要です。

主要内容：LiSTieによるリチウム回収実証プロジェクト

量子科学技術研究開発機構（QST）からスピンアウトしたスタートアップ企業LiSTie

は、使用済みバッテリーからリチウムを効率的に回収するベンチスケール実証プラント
の稼働を開始しました。この発表は、2026年4月21日付けの日本経済新聞に掲載された
プレスリリースによって公表されました。同社は、先進的な回収技術を開発し、バッテ
リーのリサイクルプロセス全体を最適化することを目指しています。

本プロジェクトの目的は、日本が戦略的資源であるリチウムの輸入依存度を低減し、国
内での資源循環システムを構築することにあります。LiSTieが開発する技術は、既存の
リサイクル手法と比較して、より高い効率と環境負荷の低減を実現すると期待されてい
ます。使用済みバッテリーから高純度のリチウムを経済的に回収できれば、バッテリー
のライフサイクル全体における持続可能性が向上し、新規資源採掘に伴う環境負荷の軽
減にも寄与します。

影響と展望：持続可能なバッテリー産業への貢献

LiSTieの実証プロジェクトの成功は、日本がグローバルなバッテリーバリューチェーン
における地位を強化するための重要なステップとなるでしょう。この技術が商業化され
れば、使用済みバッテリーからの貴金属回収がより経済的に実現可能となり、リチウム
価格の変動リスク緩和にも繋がります。また、環境面では、リサイクル率の向上は廃棄
物削減に貢献し、バッテリー産業全体のサステナビリティを高めます。



長期的には、この種のリサイクル技術は、電池材料の供給網を多様化し、地政学的なリ
スクを低減する効果も持ちます。日本の研究機関から生まれた技術が、世界のバッテリ
ーリサイクル市場においてイノベーションを牽引し、より強固で持続可能な循環経済の
実現に貢献する可能性を秘めています。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



三菱電機、ポーランド・クラクフ市電で鉄道用エネルギー
マネジメントシステムの実証実験を開始

概要

三菱電機は、ポーランドのクラクフ市電において、エネルギー貯蔵システム（ESS）を
組み込んだ鉄道用エネルギーマネジメントシステム（EMS）の実証プロジェクトを開
始しました。このシステムは、列車のブレーキ時に発生する回生エネルギーを効率的

に活用し、鉄道運営のエネルギー効率向上を目指します。実証では、電力消費パター
ン、回生電力の発生状況、架線電圧の安定性などを詳細に分析し、ESS導入による省エ
ネルギー効果と電圧安定化の改善を評価します。将来的には、最適なESS設置場所を提

案し、回生エネルギーを貯蔵して他の運行列車に供給する計画です。

公開日 2026年04月21日  三菱電機株式会社  日本



詳細

背景：鉄道システムのエネルギー効率向上と電力安定化の必要性

都市鉄道システムは、日々の運行において膨大な電力を消費しますが、同時にブレーキ
時には「回生エネルギー」として電力を発生させます。この回生エネルギーは、適切に
利用されない場合、熱として失われることが多く、エネルギー効率の低下につながって
いました。また、路面電車のような公共交通システムでは、運行密度が高まるにつれて
架線電圧の変動が問題となることがあり、安定した電力供給が運行の信頼性にとって不
可欠です。これらの課題に対処するため、エネルギー貯蔵システム（ESS）とエネルギ
ーマネジメントシステム（EMS）を統合したソリューションが注目されています。

主要内容：ポーランド・クラクフ市電における実証プロジェクト

三菱電機株式会社は、ポーランドのクラクフ市電において、鉄道用エネルギーマネジメ
ントシステム（EMS）の実証プロジェクトを開始すると発表しました。このプロジェク
トは、エネルギー貯蔵システム（ESS）を組み込むことで、列車のブレーキ時に発生す
る回生エネルギーを効率的に回収・再利用し、鉄道運営全体のエネルギー効率を高める
ことを目的としています。クラクフ市交通局（MPK）およびクラクフ市道路管理局
（ZDMK）との共同で実施される本実証では、以下の項目が綿密に分析されます。

電力消費パターン：市電の運行状況に応じた電力使用の実態把握。

回生電力の発生状況：ブレーキ時の回生エネルギー量とその特性分析。

架線電圧の安定性：ESS導入による電圧変動抑制効果の評価。

三菱電機は、これらのデータに基づいて、ESS統合によって得られる省エネルギー効果
や電圧安定性の改善点を具体的に評価する方針です。将来的には、クラクフ市電の路線
に沿った最適なESS設置場所を提案し、第三フェーズとして実際にESSユニットを配備し
て回生エネルギーを貯蔵し、他の運行中の列車に供給する計画です。本プロジェクトに
採用されるESSモジュールは、三菱電機と武蔵エナジーソリューションズの共同開発品
であり、鉄道アプリケーションにおける回生電力の貯蔵・放出に特化した高出力密度設
計が特徴です。



影響と展望：スマート交通システムへの貢献と技術の展開

本実証プロジェクトの成功は、クラクフ市電におけるエネルギーコストの削減と電力供
給の安定化に直結し、運行の信頼性向上に寄与するものです。さらに、これは三菱電機
が推進するスマートな交通インフラソリューションの一環として、持続可能な都市交通
システムの実現に貢献するものです。鉄道の電化が進む世界各地において、同様の課題
を抱える他の都市や鉄道事業者への応用も期待されます。

高出力密度ESS技術は、鉄道だけでなく、港湾クレーンやエレベーターなどの高頻度で
充放電を繰り返す産業用途においても大きな可能性を秘めています。この実証で得られ
る知見は、次世代のエネルギーマネジメント技術の発展と、それを支える蓄電技術の普
及に重要な役割を果たすと予想されます。特に、日本企業が培ってきた鉄道システム技
術と蓄電技術の融合は、国際市場における競争力強化にも繋がるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



中国新エネルギー車普及率50%超え：AIとSDVが牽引する
自動車産業の新たな主導権争い

概要

2025年に中国の新エネルギー車（NEV）普及率が乗用車単体で54%に達し、その衝撃
が報じられました。2026年北京国際モーターショーは「未来の知性」をテーマに、AI

とソフトウェア定義車両（SDV）が自動車産業の新たな競争軸となっていることを明

確に示しました。BYDが2025年に約460万台のNEVを販売し、そのうちBEVが226万台
でテスラを上回るなど、中国企業の台頭が顕著です。日本の自動車メーカーは、中国
の現地テクノロジー企業との戦略的提携を通じて市場シェア回復を目指しています

が、SDV技術への対応の遅れが構造的な課題として浮上しています。

公開日 2026年04月23日  ビジネスジャーナル  日本



詳細

背景：グローバル自動車産業のパラダイムシフト

世界の自動車産業は、電動化、コネクテッド化、自動運転、シェアリングサービス
（CASE）の波に乗り、かつてない変革期を迎えています。特に、ソフトウェア定義車
両（SDV）の概念が台頭し、車両の価値がハードウェアだけでなく、ソフトウェアとAI

技術によって大きく左右される時代へと移行しています。中国市場は、この変革の最前
線にあり、新エネルギー車（NEV）の普及が急速に進む中で、新たな技術覇権争いの舞
台となっています。

主要内容：中国におけるNEV普及の加速とAI・SDVの台頭

ビジネスジャーナルが報じたところによると、2025年における中国の新エネルギー車
（NEV）の普及率は、乗用車単体で驚異的な54%に達しました。これは、中国政府の強
力な推進政策と、国内メーカーの技術革新が相まって達成されたもので、世界の自動車
産業に大きな衝撃を与えています。2026年北京国際モーターショーは、「未来の知性」
をテーマに掲げ、この新たな潮流を象徴するイベントとなりました。

展示された1,451台の車両のうち、世界初公開が181台に上り、電気自動車（EV）そのも
のだけでなく、AI技術やSDVが自動車開発の主軸となっていることが示されました。特
に、中国のBYDは2025年に約460万台のNEVを販売し、そのうち電気自動車（BEV）は
226万台に達し、世界のEV販売でテスラを抜き去るなど、その存在感を際立たせていま
す。この市場動向は、単なるEV化から、いかに優れたAIとソフトウェアを車両に統合で
きるかという競争へとシフトしていることを物語っています。

また、CATL（寧徳時代）のようなバッテリー大手も「次世代バッテリー」の導入を積極
的に進めていると報じられていますが、具体的な技術詳細には言及が限られています。
この状況下、日本の自動車メーカーは、中国市場での巻き返しを図るため、現地のテク
ノロジー企業との戦略的提携を模索しています。しかし、記事は、日本の自動車産業が
SDV技術の採用において遅れを取っていることが、急速に変化するグローバル自動車産
業における構造的な課題であると指摘しています。



影響と展望：日本の自動車産業への課題と対応策

中国のNEV市場における急速な進展とAI・SDVへのシフトは、日本の自動車産業にとっ
て大きな警鐘を鳴らしています。従来のハードウェア優位性から、ソフトウェアとデジ
タル技術の統合能力が競争力の源泉となる中で、日本のメーカーはビジネスモデルの転
換を迫られています。

今後は、単なるEV開発に留まらず、AI技術の車両への組み込み、OTA（Over-The-Air）
アップデートによる機能追加、そしてデータの活用といったSDVの核心技術への投資と
開発が不可欠となるでしょう。中国企業との提携は一時的な解決策となりえますが、中
長期的には、日本独自のSDV技術開発とエコシステム構築が求められます。この変革期
を乗り越え、日本の自動車産業が再び世界のリーダーシップを発揮するためには、技術
革新への迅速な対応と、異業種連携を含む柔軟な戦略が不可欠となります。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



CITIC証券分析：リチウム価格の安定化で関連セクターの
反発に期待

概要

中国大手投資銀行であるCITIC証券は、最新レポートで世界的なリチウム価格の安定化
に伴い、リチウム関連セクターが反発する可能性があると予測しました。市場の変動
を経験したリチウム市場は底打ちの兆候を見せており、これにより需要と価格の回復

に有利な環境が生まれると分析されています。リチウム価格の安定的な回復は、上流
の採掘企業から下流のバッテリーメーカーまで、幅広い企業収益に大きな影響を与え
ると考えられています。

公開日 2026年04月19日  证券时报 (Securities Times)  中国



詳細

背景：リチウム市場の価格変動と産業への影響

近年、電気自動車（EV）および大規模エネルギー貯蔵システム（ESS）の需要急増に伴
い、リチウムは世界的に戦略的な鉱物資源としての重要性を増しています。しかし、供
給過剰や市場の投機的動向により、リチウム価格は過去数年にわたって大きな変動を経
験してきました。この価格の不安定さは、リチウム採掘企業からバッテリー製造企業に
至るまで、サプライチェーン全体に不確実性をもたらし、投資判断や生産計画に影響を
与えてきました。

主要内容：CITIC証券によるリチウム市場分析

中国の有力投資銀行であるCITIC証券は、2026年4月19日付けのレポートにおいて、世界
のリチウム価格が底堅さを見せ、安定化に向かっていることから、リチウム関連セクタ
ーに潜在的な反発の機会があると分析しました。同レポートによると、長らく変動が続
いていたリチウム市場は、供給過剰からの調整が一段落し、需要と供給のバランスが改
善しつつある兆候が見られます。この価格安定化の動きは、市場心理を改善させ、投資
家の関心を再びリチウムセクターに引き付ける可能性があります。

CITIC証券の分析は、リチウム需要が今後も電気自動車およびエネルギー貯蔵市場の拡
大によって堅調に推移すると予測しており、現在の価格水準が持続的な回復の基盤とな
る可能性を指摘しています。価格の安定化、さらには反発は、リチウム鉱山企業の上流
部門の収益性を向上させるだけでなく、リチウムイオンバッテリーを生産する下流のメ
ーカーにもコスト面での安定をもたらし、業界全体の健全な成長に寄与すると考えられ
ます。

影響と展望：新エネルギー産業におけるリチウムの重要性

リチウム価格の動向は、新エネルギー産業全体の健全性と成長速度を測る重要な指標で
す。CITIC証券の今回の予測は、投資家がリチウム市場の今後の動向を注意深く見守る
べきであることを示唆しています。リチウムは、次世代バッテリー技術の開発において
も不可欠な要素であり、その安定供給と価格安定性は、技術革新と市場拡大の両面で重
要な前提条件となります。



もしリチウム価格が安定的に回復すれば、バッテリー技術へのさらなる投資が促され、
より高性能でコスト効率の高いバッテリーの開発が進む可能性があります。これは、電
気自動車の普及を加速させ、再生可能エネルギーの導入を支える大規模エネルギー貯蔵
ソリューションの展開を後押しするなど、幅広い新エネルギー関連産業の発展にポジテ
ィブな影響を与えるでしょう。国際的なサプライチェーンの強靭化と資源の持続可能性
確保に向けた動きも加速すると考えられます。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



中国、リチウム硫黄電池の主要技術課題を克服

概要

複数の中国オンラインプラットフォームが報じたところによると、中国はリチウム硫
黄電池の開発における主要な技術課題の克服に成功しました。このブレイクスルー

は、高い理論エネルギー密度と豊富な硫黄資源を持つリチウム硫黄電池が、次世代エ
ネルギー貯蔵技術として大きな可能性を秘めていることを示します。克服された具体
的な課題は詳述されていませんが、サイクル寿命の劣化やポリスルフィドシャトル効

果といった、これまで実用化を阻んできた問題への進展が示唆されています。

公開日 2026年04月19日  中国オンラインプラットフォーム各社 (複数のアグリゲーターによる報
道)  中国



詳細

背景：次世代バッテリーとしてのリチウム硫黄電池の可能性

リチウム硫黄電池は、既存のリチウムイオン電池に比べて理論上はるかに高いエネルギ
ー密度を持つ次世代バッテリーとして、長年にわたり研究開発が進められてきました。
また、正極材料として安価で地球上に豊富に存在する硫黄を利用できるため、材料コス
トの削減と資源調達リスクの低減という大きな利点があります。しかし、充放電サイク
ル中の体積変化、多硫化物イオンのシャトル効果、硫黄の低い電気伝導性などが、実用
化を阻む主要な技術課題となっていました。

主要内容：中国におけるリチウム硫黄電池技術の進展

複数の中国オンラインプラットフォームの報道によると、中国はリチウム硫黄電池の開
発において、これまで商用化の障壁となっていた重要な技術的課題の克服に成功しまし
た。この画期的な進展は、リチウム硫黄電池が次世代エネルギー貯蔵技術として、その
大きな潜在能力をさらに引き出す道を開くものとして注目されています。

報道では具体的な解決策の詳細については触れられていませんが、これはおそらく、電
池のサイクル寿命を著しく低下させるポリスルフィドシャトル効果の抑制、あるいは電
極材料の劣化メカニズムの改善に関する進展を示唆していると考えられます。これらの
課題が解決されれば、リチウム硫黄電池はより安定的に動作し、実用的な長寿命を実現
できるようになります。高エネルギー密度は、軽量化が求められる航空宇宙用途やドロ
ーン、そしてより長い航続距離が必要な電気自動車にとって特に魅力的です。硫黄の豊
富な供給源は、バッテリー材料の持続可能性とコスト競争力を高める上で重要な要素で
す。

影響と展望：バッテリー産業への影響と中国のリーダーシップ

この技術的ブレイクスルーは、リチウム硫黄電池の商用化を大きく加速させる可能性を
秘めています。よりコスト効率が高く、エネルギー密度の高いバッテリーソリューショ
ンの実現は、特に軽量性と長距離駆動が求められる用途において、市場に大きな影響を
与えるでしょう。中国がこの分野で技術的な障壁を克服したことは、同国がリチウム硫
黄電池の研究開発において世界の最前線に位置していることを示し、将来の産業化と幅
広い分野での採用を促進する可能性があります。



将来的には、リチウム硫黄電池が現在のリチウムイオン電池を補完、あるいは一部代替
することで、バッテリー市場の多様化が進むことが予想されます。これにより、特定の
資源への依存度を低減し、より持続可能で強靭なエネルギー貯蔵サプライチェーンの構
築に寄与するでしょう。中国のこの進展は、世界のバッテリー技術ロードマップにおい
て重要なマイルストーンとなる見込みです。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



CATL首席科学者が発表：ナトリウムイオン電池の主要製
造課題を解決し年内量産へ

概要

CATL（寧徳時代）の首席科学者である呉凱氏の声明によると、同社はナトリウムイオ

ン電池の主要な製造課題を解決し、年内に大規模量産を開始する見込みです。この発
表は、豊富な資源と低コストという利点を持つナトリウムイオン電池が、リチウムイ

オン電池に代わる有望な選択肢として実用化に向けて大きく前進したことを示しま
す。製造課題の克服は商用化への重要なステップであり、CATLのような世界的バッテ
リー大手によるこの動きは、エネルギー貯蔵ソリューションの多様化と資源依存度の

低減を強く推進するものです。

公開日 2026年04月20日  中国オンラインプラットフォーム各社 (複数のアグリゲーターによる報
道)  中国



詳細

背景：ナトリウムイオン電池の台頭と製造課題

リチウムイオン電池が広く普及する一方で、リチウム資源の偏在性、価格変動、そして
サプライチェーンのリスクが顕在化しています。こうした背景から、リチウムよりも豊
富に存在するナトリウムを主成分とするナトリウムイオン電池が、次世代のエネルギー
貯蔵ソリューションとして注目を集めています。ナトリウムイオン電池は、リチウムイ
オン電池と同様の動作原理を持ちながら、材料コストを大幅に削減できる可能性を秘め
ています。しかし、リチウムイオン電池と比較してエネルギー密度が低いことや、製造
プロセスにおける特有の技術的課題が商用化の障壁となっていました。

主要内容：CATLによるナトリウムイオン電池の製造課題克服と量産計画

複数の中国オンラインプラットフォームが報じたところによると、世界最大のバッテリ
ーメーカーであるCATL（寧徳時代）の首席科学者、呉凱氏が、同社がナトリウムイオン
電池の主要な製造課題を解決したと発表しました。この重要な声明は、CATLがナトリウ
ムイオン電池の大規模量産を年内に開始する準備が整っていることを示唆しています。

製造課題の克服は、新しいバッテリー技術の実用化において最も困難なステップの一つ
であり、材料開発だけでなく、生産ラインの最適化、品質管理、コスト効率の実現な
ど、多岐にわたる側面を含みます。CATLのような業界リーダーがこの障壁を乗り越えた
ことは、ナトリウムイオン電池が技術的な成熟度に達し、商業的なスケールで生産可能
になったことを意味します。ナトリウムは地球上に豊富に存在するため、ナトリウムイ
オン電池の普及は、リチウム資源への依存度を軽減し、バッテリー材料のサプライチェ
ーンを安定化させる上で極めて重要な意味を持ちます。また、低コストでの製造が可能
になることで、グリッドスケールの大規模蓄電システムや、より手頃な価格の電気自動
車など、幅広い用途での採用が期待されます。

影響と展望：エネルギー貯蔵市場の変革と多様化

CATLによるナトリウムイオン電池の量産開始は、世界のエネルギー貯蔵市場に大きな影
響を与えるでしょう。まず、バッテリー材料の多様化が進み、特定の資源に偏ったサプ
ライチェーンのリスクが分散されます。次に、低コストのナトリウムイオン電池の登場
は、特に大規模定置型蓄電池市場において、再生可能エネルギーの導入をさらに加速さ
せる可能性があります。これにより、電力網の安定化や、ピークシフト、周波数調整と
いったグリッドサービスへの貢献が期待されます。



さらに、電気自動車市場においても、航続距離よりもコストが重視されるセグメント
（例えば都市内配送車や低価格EV）において、ナトリウムイオン電池が新たな選択肢と
なる可能性を秘めています。この技術の進展は、バッテリー技術のイノベーションをさ
らに刺激し、より持続可能でアクセスしやすいエネルギー貯蔵ソリューションの普及に
貢献するものと予想されます。中国がこの分野で先頭に立つことで、世界のバッテリー
産業における競争環境も変化していくでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



ナトリウムイオン電池深掘りシリーズ：豊富な資源とコス
ト効率が貯蔵技術発展の鍵

概要

ナトリウムイオン電池は、その豊富な資源と制御可能な製造コストから、エネルギー

貯蔵技術発展における重要な選択肢として注目されています。リチウムと比較してナ
トリウムははるかに豊富で広く分布しており、サプライチェーンの安定性と地政学的

リスクの低減という点で大きな利点を提供します。この分析は、ナトリウムイオン技
術が、特に費用対効果が最優先されるグリッドスケールなどの大規模エネルギー貯蔵
システムにとって、実行可能で持続可能な代替技術として認識されつつあることを強

調しています。

公開日 2026年04月20日  中国オンラインプラットフォーム各社 (深掘りレポートとして複数のア
グリゲーターが引用)  中国



詳細

背景：エネルギー貯蔵の喫緊の課題と新たな選択肢の探索

世界的な脱炭素化と再生可能エネルギーへの移行が加速する中で、電力系統の安定化と
再生可能エネルギーの出力変動吸収のために、大規模かつ経済的なエネルギー貯蔵ソリ
ューションの需要が急増しています。既存のリチウムイオン電池は高性能ですが、リチ
ウム資源の供給制約や価格変動、地政学的リスクといった課題を抱えています。このよ
うな背景から、リチウムに代わる安価で豊富な資源を用いた次世代バッテリー技術の探
索が活発に行われており、その中でもナトリウムイオン電池が有力な選択肢として浮上
しています。

主要内容：ナトリウムイオン電池の戦略的優位性

深掘り分析レポート（複数アグリゲーターが引用）によると、ナトリウムイオン電池
は、その膨大な資源量と制御可能な製造コストにより、エネルギー貯蔵技術開発におけ
る極めて重要な選択肢として強調されています。レポートは以下の点を指摘していま
す。

資源の豊富さ： ナトリウムは地殻中にリチウムよりもはるかに豊富に存在し、広く
分布しているため、サプライチェーンの強靭性を高め、特定の地域からの資源調達リ
スクや地政学的リスクを大幅に低減できます。これにより、長期的な材料コストの安
定性が期待されます。

コスト効率： ナトリウムを主材料とすることで、リチウムイオン電池と比較して材
料コストを低く抑えることが可能です。これは、特にコストパフォーマンスが重視さ
れる大規模なグリッドスケールエネルギー貯蔵システムにとって大きな魅力となりま
す。製造コストが抑制されることで、より広範な導入が促進され、再生可能エネルギ
ーインフラへの投資障壁が低下します。

この分析は、ナトリウムイオン技術が、特に電力系統向けの大規模蓄電システムにおい
て、従来のリチウムイオン電池に代わる、実行可能で持続可能な技術として認識されて
いることを明確に示しています。世界的にエネルギー貯蔵需要が急増する中、コストと
供給安定性の両面で優位性を持つナトリウムイオン電池の役割はますます重要になると
考えられます。



影響と展望：再生可能エネルギー普及の加速と市場構造の変化

ナトリウムイオン電池の技術成熟と商用化の進展は、グローバルなエネルギー転換を加
速させる上で非常に大きな影響を持つでしょう。コスト効率に優れた大規模蓄電システ
ムの普及は、再生可能エネルギー発電の導入をさらに後押しし、電力系統の安定運用に
貢献します。これにより、化石燃料への依存度を低下させ、温室効果ガス排出量の削減
に繋がります。

また、バッテリー材料のサプライチェーンにおける多様化は、特定の国や企業への依存
を減らし、地政学的な安定性をもたらします。長期的には、ナトリウムイオン電池がリ
チウムイオン電池と共存し、それぞれの利点を活かして異なる市場セグメントで役割を
果たすことで、エネルギー貯蔵市場全体の規模と多様性が拡大することが予想されま
す。この技術の発展は、より持続可能で強靭なエネルギーインフラの構築に不可欠な要
素となるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



中国山西省の石炭企業と新エネルギー企業が戦略提携、ナ
トリウムイオン電池の産業化を推進

概要

中国山西省の石炭企業と新エネルギー企業が、ナトリウムイオン電池の産業化を推進
するための戦略的協力協定を締結しました。国有企業である華陽集団の子会社、山西
華陽新能科技有限公司と、科大智能の子会社、科大智能新能源科技有限公司が提携

し、ナトリウムイオン電池技術の商業展開を加速させます。この提携は、伝統的な石
炭企業がクリーンエネルギーソリューションへの戦略的転換を図り、事業の多角化を
進めていることを示しています。

公開日 2026年04月23日  法治-微観全能智联网 (アグリゲーター)  中国



詳細

背景：エネルギー転換期における産業構造の変革

グローバルな脱炭素化の流れの中で、中国もまた、エネルギー構造の最適化とクリーン
エネルギーへの移行を強力に推進しています。この過程において、伝統的な石炭産業は
事業の多角化と新エネルギー分野への参入を模索しており、新たな成長機会を追求して
います。特に、次世代バッテリー技術であるナトリウムイオン電池は、その豊富な資源
とコスト優位性から、エネルギー貯蔵市場における重要なソリューションとして期待さ
れており、その産業化が急務となっています。

主要内容：山西省におけるナトリウムイオン電池産業化推進の戦略的提携

2026年4月23日、中国山西省において、伝統的な石炭企業と新エネルギー企業の間で、
ナトリウムイオン電池の産業化を加速するための戦略的協力協定が締結されました。こ
の提携は、国有企業である華陽集団の子会社である山西華陽新能科技有限公司と、科大
智能の子会社である科大智能新能源科技有限公司によって結ばれました。両社は、それ
ぞれの資源と専門知識を結集し、ナトリウムイオン電池技術の商業的展開を推進するこ
とを目的としています。

この協力は、以下の主要な側面を持つと報じられています。

資源と技術の融合： 石炭企業が持つ大規模なインフラ、資金力、そしてサプライチ
ェーンマネジメントのノウハウが、新エネルギー企業のバッテリー技術開発力と結び
つくことで、ナトリウムイオン電池の生産能力の迅速なスケールアップが可能となり
ます。

産業チェーンの強化： 山西省内でのナトリウムイオン電池の生産能力を増強し、中
国のエネルギー転換目標とバッテリーセクターにおける技術革新に貢献します。生産
規模の拡大、性能向上、コスト効率の改善が産業化努力の焦点となります。

伝統産業の変革： 伝統的な石炭企業が新エネルギー分野へ積極的に投資し、事業構
造の多様化を図ることで、経済的な持続可能性を高めると同時に、環境負荷の低い産
業への転換を促進するモデルケースとなり得ます。



影響と展望：中国のエネルギー戦略とグローバル市場への波及

この戦略的提携は、中国がナトリウムイオン電池技術の商業化において、国内の産業エ
コシステムを積極的に活用していることを示しています。特に、山西省のような主要な
石炭生産地域が新エネルギー分野への投資を強化することは、中国全体のエネルギー転
換戦略において重要な意味を持ちます。ナトリウムイオン電池の産業化が加速すれば、
グリッドスケール蓄電システムだけでなく、電動輸送機器など、より広範なアプリケー
ションでの採用が進むでしょう。

国際的にも、中国がナトリウムイオン電池の技術と生産能力で先行することで、世界の
バッテリー市場における競争環境が変化する可能性があります。これは、他の国々にも
同様の資源活用戦略や産業連携を促し、次世代バッテリー技術のグローバルな普及を加
速させる要因となるかもしれません。結果として、より多様で、持続可能かつ強靭なエ
ネルギー貯蔵ソリューションが世界中に提供されることが期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



バナジウムイオン電池のStandard Energy、SoftBank
Ventures Asiaから890万ドルのシリーズC資金調達

概要

バナジウムイオン電池を専門とするStandard Energyが、SoftBank Ventures Asiaから

890万ドル（約13億円）のシリーズC資金調達に成功しました。この投資は、大規模エ
ネルギー貯蔵ソリューションとして有望視されるバナジウムイオン電池技術への関心

と信頼の高まりを反映しています。バナジウムイオン電池はレドックスフロー電池の
一種で、長寿命、高い安全性、優れたスケーラビリティが特徴であり、グリッドスケ
ール用途に適しています。

公開日 2026年04月21日  TechCoperatech-UrbanBeacon (アグリゲーター、Standard Energyの発
表を引用)  韓国



詳細

背景：大規模エネルギー貯蔵技術の必要性とバナジウムイオン電池の特性

再生可能エネルギーの導入拡大に伴い、電力系統の安定化と持続的な電力供給を実現す
るための大規模エネルギー貯蔵システム（ESS）の重要性が増しています。リチウムイ
オン電池がモバイル用途で普及する一方、グリッドスケール用途では安全性、長寿命、
経済性、独立した電力・エネルギー容量のスケーラビリティが重視されます。このよう
な要求に応える技術の一つとして、バナジウムイオン電池、特にバナジウムレドックス
フロー電池（VRFB）が注目されています。VRFBは、電解液の循環によって充放電を行
うため、発火リスクが低く、深い放電を繰り返しても劣化しにくいという特徴がありま
す。

主要内容：Standard Energyによる資金調達とその意義

バナジウムイオン電池技術を専門とする韓国のStandard Energy社は、SoftBank
Ventures Asiaから890万ドル（約13億円）のシリーズC資金調達を実施しました。この
多額の投資は、大規模エネルギー貯蔵分野におけるバナジウムイオン電池技術の将来性
に対する市場の強い期待と信頼を示しています。

Standard Energy社は、グリッドスケール用途に最適なバナジウムレドックスフロー電池
の開発と商用化に注力しており、その主な利点は以下の通りです。

長寿命と安全性： 電解液が劣化しにくく、電極の構造変化が少ないため、数万サイ
クルの充放電に耐え、発火や爆発のリスクが極めて低いです。

高いスケーラビリティ： 電池のエネルギー容量は電解液の量に、出力はセルスタッ
クのサイズに依存するため、それぞれ独立して設計・拡張が可能です。これにより、
大規模なESS要件に柔軟に対応できます。

再生可能エネルギーとの親和性： 間欠性のある再生可能エネルギー源からの電力貯
蔵に特に適しており、電力網の安定化に貢献します。

SoftBank Ventures Asiaからの資金注入は、Standard Energy社の研究開発努力を加速さ
せ、商用化に向けた生産能力の拡大と市場展開計画を後押しするものと予想されます。
同社は、バナジウムイオン電池がリチウムイオン電池ほど小型ではないことを認めつつ
も、ESSプロジェクト、特に再生可能エネルギー統合型システムにおいては、既存のシ
ステムへの組み込みに十分なスペースが確保できることが多いと指摘しています。



影響と展望：大規模エネルギー貯蔵市場への貢献

Standard Energyへのこの投資は、バナジウムレドックスフロー電池技術が、大規模エネ
ルギー貯蔵市場における主要なプレーヤーとしての地位を確立しつつあることを裏付け
ています。この技術のさらなる発展と普及は、電力系統の安定化、再生可能エネルギー
の導入加速、そして最終的には化石燃料への依存度低減に大きく貢献するでしょう。

特にアジア市場において、SoftBank Ventures Asiaのような大手ベンチャーキャピタルか
らの支援は、地域のエネルギー転換を推進する上で重要な役割を果たします。バナジウ
ムイオン電池がより広範に導入されることで、電力インフラの信頼性が向上し、より持
続可能なエネルギー社会の実現に向けた道筋が強化されることが期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



高エネルギー密度と急速充電を実現する高強度・高弾性率
一酸化ケイ素負極材料

概要

本研究論文は、リチウムイオン電池用のシリコン系負極において重要な進歩を提示し
ています。著者らは、高強度かつ高弾性率を持つ新規一酸化ケイ素材料を開発し、エ
ネルギー密度の高いシリコン負極における機械的劣化という課題に直接対処しまし

た。従来のシリコン負極は、充放電サイクル中の繰り返し膨張・収縮により性能低下
や寿命短縮に悩まされていました。この変形に強いシリコン系負極は、耐久性を向上
させ、急速充電と高エネルギー密度動作の両方を可能にします。

公開日 2026年04月24日  Nature Communications  イギリス



詳細

背景：リチウムイオン電池の高性能化とシリコン負極の課題

電気自動車やポータブル電子機器の普及に伴い、リチウムイオン電池にはさらなる高エ
ネルギー密度化、急速充電性能、そして長寿命化が求められています。これらの要求に
応えるため、負極材料としてグラファイトに代わる高容量材料の研究が進められてお
り、特にシリコンは、グラファイトの理論容量（372 mAh/g）を大きく上回る理論容量
（約4200 mAh/g）を持つため、最も有望な候補の一つとされています。しかし、シリ
コンはリチウムイオンを吸蔵・放出する際に体積が最大300%以上も膨張・収縮すると
いう課題があり、この体積変化が電極構造の破壊、SEI（固体電解質界面）層の不安定
化、そして最終的には電池の性能劣化や短寿命化を引き起こしていました。

主要内容：高強度・高弾性率一酸化ケイ素負極材料の開発

Nature Communicationsに掲載された本研究論文は、リチウムイオン電池用シリコン系
負極の重要な技術革新を報告しています。研究者たちは、従来のシリコン負極が抱えて
いた機械的劣化の問題に直接対処するため、高強度かつ高弾性率を持つ新規一酸化ケイ
素（SiO）材料を開発しました。

この新開発された変形耐性のあるSiO負極は、材料の物理的特性を最適化することで、
充放電サイクル中に発生する大きな体積変化による応力を効果的に緩和します。具体的
には、材料の強度と弾性率を高めることで、繰り返しの膨張・収縮による微細な亀裂の
発生や粒子崩壊を抑制し、電極構造の安定性を維持します。これにより、以下の重要な
性能向上が実現されました。

耐久性の向上： 電極の構造的完全性が保たれるため、長期にわたる充放電サイクル
後も安定した容量維持率を示します。

急速充電能力： 構造が安定していることで、リチウムイオンの拡散経路が維持さ
れ、高速でのリチウムイオン移動が可能となり、急速充電特性が向上します。

高エネルギー密度動作： 高容量であるシリコンの特性を最大限に引き出しつつ、安
定的な動作を実現することで、電池全体のエネルギー密度を高めます。

この技術は、電気自動車（EV）の航続距離延長や充電時間短縮、さらにポータブル電子
機器の利便性向上に大きく貢献する可能性を秘めています。



影響と展望：次世代リチウムイオン電池技術への道筋

今回開発された高強度・高弾性率一酸化ケイ素負極材料は、シリコン系負極の実用化に
向けた大きな一歩となります。体積変化の問題という長年の課題を克服することで、リ
チウムイオン電池のさらなる高性能化に拍車がかかるでしょう。これは、単にエネルギ
ー密度を高めるだけでなく、電池の信頼性と安全性を向上させる上でも重要な意味を持
ちます。

今後、この研究で得られた知見を基に、材料の量産化技術の確立や、実際の電池セルへ
の適用、そしてコスト削減に向けた取り組みが進められることが予想されます。将来的
には、この技術が広く普及することで、電気自動車の航続距離や充電インフラの課題解
決に貢献し、持続可能なモビリティ社会の実現を加速させる可能性を秘めています。ま
た、次世代バッテリーの材料開発における新たな研究方向性を示すものとしても、その
影響は大きいと考えられます。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



中国広西省（ASEAN）新エネルギーリチウム電池産業・
充放電設備展示会開催：リチウムカーボン電池プロジェク
トも発表

概要

中国広西チワン族自治区で開催された「2026広西（ASEAN）新エネルギーリチウム電

池産業および充放電設備展示会」は、ASEAN市場に焦点を当てた重要なイベントとな
りました。本イベントでは、世界のエネルギー転換の加速と、ASEAN地域におけるリ
チウム電池および充電インフラへの旺盛な需要が強調されました。特に、リチウム電

池とスーパーキャパシタの利点を融合した「リチウムカーボン物理電池」の量産を目
指す35億元のプロジェクトが東興市で始動したことが注目されます。

公開日 2026年04月23日  Dahao International  中国



詳細

背景：ASEAN市場の成長と中国の新エネルギー産業戦略

アジア太平洋地域、特にASEAN諸国は、経済成長と人口増加を背景に、エネルギー需要
が急速に拡大しています。同時に、環境意識の高まりと政府の支援策により、再生可能
エネルギーの導入と電動モビリティへの移行が加速しており、これらを支えるリチウム
電池や充電・交換設備の需要が著しく増加しています。中国は、新エネルギー分野にお
ける世界的なリーダーシップを確立しており、この成長市場であるASEANとの連携を強
化することで、自国の技術と生産能力を国際展開しようと戦略を進めています。

主要内容：広西ASEAN新エネルギー展示会と「リチウムカーボン物理電池」

2026年4月23日から25日にかけて、中国広西チワン族自治区において「2026広西
（ASEAN）新エネルギーリチウム電池産業および充放電設備展示会」が開催されまし
た。この大規模なイベントは、世界のエネルギー転換が加速する中、特にASEAN地域に
おけるリチウム電池および関連する充電・交換インフラに対する強い需要に応えること
を目的としています。展示会は、中国の先進的な生産能力をASEAN市場に結びつけ、国
境を越えた協力を促進し、包括的な新エネルギー産業エコシステムの発展を促すプラッ
トフォームとしての役割を果たしました。

本イベントのハイライトの一つとして、東興市で35億元規模の「リチウムカーボン物理
電池」プロジェクトが始動し、量産を目指していることが挙げられます。この「リチウ
ムカーボン物理電池」は、リチウム電池の持つ高エネルギー密度とスーパーキャパシタ
の持つ高出力・急速充放電能力という両者の利点を統合した新しいタイプの蓄電池技術
であると説明されています。これにより、従来のバッテリーが抱える性能と寿命のトレ
ードオフを改善し、幅広い用途での適用が期待されます。また、レポートでは全固体電
池にも言及していますが、より広範な材料や産業チェーン開発に焦点を当て、次世代の
非全固体ソリューションも網羅しています。



影響と展望：中国・ASEAN間の産業連携強化と技術革新

この展示会とそれに伴うプロジェクトの発表は、中国とASEAN諸国間の新エネルギー分
野における産業連携がさらに強化されることを示唆しています。中国のバッテリー技術
と生産能力は、ASEAN地域が直面するエネルギー課題の解決に貢献し、両地域の経済成
長を牽引する可能性があります。特に、東興市で進行中の「リチウムカーボン物理電
池」プロジェクトのような革新的な技術の開発は、バッテリー性能の限界を押し広げ、
新たな市場機会を創出する可能性を秘めています。

長期的には、このような協力関係を通じて、ASEAN地域での新エネルギー車の普及が加
速し、電力網の安定化、そして持続可能な社会の実現に向けた基盤が強化されることが
期待されます。中国は、自国の強みである製造能力と技術力を活かし、グローバルな新
エネルギーエコシステムにおいて、その影響力をさらに拡大していくことでしょう。こ
れは、次世代蓄電技術の普及と、それを取り巻くサプライチェーンの構築において重要
な役割を果たすものと考えられます。

元記事: #

収集日: 2026年04月25日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



CATL、商用車向け初のナトリウムイオン電池を発表

概要

中国のバッテリー大手CATLが、商用車向けに特化した初のナトリウムイオン電池を発
表しました。これはナトリウムイオン電池技術の商用化における重要なマイルストー

ンであり、リチウムイオン電池に代わる、より豊富で安価なナトリウムを主成分とす
る電池の普及を加速させる可能性があります。商用車への導入は、この技術がすでに
厳しい用途に耐えうる成熟度と性能に達していることを示唆しています。

公開日 2026年04月18日  Aiai Parents Network (CATL発表を引用)  中国



詳細

背景：リチウム資源の課題とナトリウムイオン電池への期待

電気自動車市場の急成長に伴い、リチウムイオン電池の主要材料であるリチウムの供給
安定性や価格高騰が世界的な課題となっています。このような背景から、リチウムに代
わる安価で豊富に存在する資源を用いた次世代バッテリー技術への関心が高まってお
り、ナトリウムイオン電池はその有力な候補として注目されています。ナトリウムイオ
ン電池は、リチウムイオン電池と同様の基本原理で動作しながら、材料調達コストを大
幅に削減できる可能性を秘めていますが、これまでエネルギー密度やサイクル寿命、製
造プロセスの最適化が課題となっていました。

主要内容：CATLによる商用車向けナトリウムイオン電池の投入

中国のバッテリー大手であるCATL（寧徳時代）は、商用車向けに設計された初のナトリ
ウムイオン電池を発売したと報じられました。この発表は、ナトリウムイオン電池技術
の商用化に向けた重要な節目であり、特に、需要が拡大する商用車市場への本格的な参
入を意味します。商用車は、高い稼働率と厳しい使用環境に耐える堅牢性、そしてコス
ト効率が強く求められる分野であり、この市場への製品投入は、ナトリウムイオン電池
が技術的に成熟し、実用レベルの性能と信頼性を達成したことを示唆しています。

ナトリウムは地球上に豊富に存在するため、ナトリウムイオン電池の普及は、バッテリ
ーサプライチェーンにおけるリチウムへの依存度を低減し、原材料の供給安定化に貢献
することが期待されます。CATLのようなグローバルリーダーがこの技術を市場に投入す
ることは、バッテリー市場の多様化を加速させ、より持続可能なエネルギー貯蔵ソリュ
ーションへの移行を強力に推進するものです。発表された電池のエネルギー密度、出
力、サイクル寿命に関する詳細情報は、今後の市場における競争力と適用範囲を評価す
る上で重要な要素となりますが、商用車への採用という事実は、これらの基本性能が一
定水準を満たしていることを示唆しています。

影響と展望：バッテリー市場とモビリティの未来への影響

CATLによる商用車向けナトリウムイオン電池の投入は、バッテリー市場全体に大きな影
響を与えるでしょう。まず、商用車セグメントにおいて、車両価格の低減や運用コスト
の最適化に貢献し、電動商用車の普及を加速させる可能性があります。これにより、物
流業界などにおける脱炭素化の取り組みが促進されることが期待されます。



また、この動きは、他のバッテリーメーカーや自動車メーカーにもナトリウムイオン電
池技術への投資を促し、さらなる技術革新と競争を引き起こす可能性があります。将来
的には、ナトリウムイオン電池が電力グリッドスケール貯蔵、さらには一部の乗用車市
場にも拡大し、リチウムイオン電池と共存する形で多様なニーズに応えるバッテリーポ
ートフォリオが形成されることが予想されます。これにより、特定の資源に偏らない、
より強靭で持続可能なエネルギー社会の構築に寄与するでしょう。
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グリッドスケールBESSにおける火災・爆発リスクと防火
対策のギャップ

概要

本文書は、グリッドスケールバッテリーエネルギー貯蔵システム（BESS）における火
災および爆発のリスクという重要なテーマを扱っています。特に、電力網の安定化や
再生可能エネルギー統合のために普及が進む大規模設備において、既存の防火戦略に

おけるギャップを指摘しています。グリッドスケールリチウムイオンバッテリー貯蔵
ステーションに関連する特定の爆発危険性についても言及しており、これらのリスク
を理解し軽減することがBESS技術の安全で信頼性の高い展開には不可欠であると強調

しています。

公開日 2026年04月20日  研究論文・レポート (著者: Bishoy Awad, Karli Steranka)  国際



詳細

背景：大規模バッテリー貯蔵システムの普及と潜在的リスク

再生可能エネルギーの導入拡大と電力系統の安定化の必要性から、バッテリーエネルギ
ー貯蔵システム（BESS）の、特にグリッドスケールでの導入が世界中で加速していま
す。これらの大規模な蓄電施設は、電力供給の安定性向上、再生可能エネルギーの出力
変動吸収、ピーク電力需要への対応など、多岐にわたる重要な役割を担っています。し
かし、大規模なバッテリーシステムは、そのエネルギー密度ゆえに、万が一の故障や外
部からの損傷が発生した場合、火災や爆発といった重大な事故を引き起こす潜在的なリ
スクも内包しています。特に、主流であるリチウムイオンバッテリーは、熱暴走による
火災のリスクが指摘されており、その安全対策はBESSの普及において極めて重要な課題
となっています。

主要内容：グリッドスケールBESSの火災・爆発リスクと防火対策の課題

本研究論文またはレポートは、グリッドスケールバッテリーエネルギー貯蔵システム
（BESS）における火災および爆発のリスク、そして既存の防火対策におけるギャップに
焦点を当てています。研究は、大規模なリチウムイオンバッテリー貯蔵ステーションに
関連する特定の爆発危険性について深く掘り下げています。この種の事故は、単に設備
への損害だけでなく、周辺環境への影響、運用停止による電力供給への支障、さらには
人命に関わる可能性もあるため、そのリスク評価と対策は喫緊の課題です。

具体的なリスク要因としては、以下のような点が考えられます。

熱暴走： バッテリーセル内の過充電、外部損傷、内部短絡などにより温度が急上昇
し、連鎖的に周囲のセルも発熱する現象。これが火災や爆発に繋がります。

ガス発生： バッテリーの熱暴走や故障時には、可燃性ガス（水素、メタン、一酸化
炭素など）が発生することがあり、これが密閉された空間で蓄積されると爆発のリス
クが高まります。

検知・消火の困難さ： 大規模システムでは、初期段階での異常検知が困難な場合が
あり、また、発生した火災の消火には特殊な方法や薬剤が必要となることがありま
す。



本稿は、これらの爆発ハザードを理解し、それを軽減するための戦略が、BESS技術の安
全かつ信頼性の高い展開にとって不可欠であると強調しています。既存の防火戦略にお
けるギャップを特定し、より堅牢な安全プロトコルと火災抑制システムの開発の必要性
を訴えています。

影響と展望：安全基準の確立と持続可能なエネルギーインフラ

この研究の知見は、大規模BESSの設計、運用、そして規制枠組みにおいて極めて重要な
意味を持ちます。安全性の確保は、一般市民の信頼を得る上で不可欠であり、BESS技術
のさらなる普及を左右する要素となります。今後、研究結果に基づき、より厳格な安全
基準や設計ガイドラインが策定されることが期待されます。

具体的には、早期異常検知システム、効果的な消火システム、モジュールごとの隔離技
術、そして適切な換気システムの導入が推進されるでしょう。また、BESS施設の立地選
定、緊急時対応計画の策定、定期的な安全監査も重要性を増します。これらの取り組み
を通じて、バッテリーエネルギー貯蔵システムが持つポテンシャルを最大限に引き出し
つつ、そのリスクを最小限に抑えることで、安全で持続可能なエネルギーインフラの構
築に貢献していくことが求められます。
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